
退職互助部制度に是非ご加入ください

60歳を過ぎたら、通院

が増えたので、とても

助かっています

!

今年度末退職予定の皆様へ

退職互助部制度に是非ご加入ください

※ 上記の給付事業及び福祉事業の内容は令和３年度のものです。

　本会では「退職互助部制度」を設け、教職員の皆さんが退職後も健康で安定した生活が

送れるよう、医療費補助等の給付事業や福祉事業を実施しています。

　退職互助部に加入できるのは退職時のみとなっています。加入手続

きはオンライン方式の「退職予定者説明会」によりご案内します。

給付期間   60 歳に達した翌月から 75 歳に達する月まで

給　付　額   本人が医療機関に支払う額－2,000 円－1,000 円未満の端数

※ 本人が医療機関に支払う額が3,000 円以上の場合が対象です。

※ 給付限度額は１か月１医療機関（入院・外来別）あたり 69,000 円です。

※ 医療保険各法等における給付金がある場合は、その額を本人が医療機関に支払う額から

　 控除します。

本人が医療機関に支払う額

ゴルフ場利用補助事業・スキー場利用補助事業・トレッキングの集い

契約施設（県内 26 施設）に宿泊するとき   １泊 2,000 円を補助 

（年２回）

福祉事業

給付事業



かかった総医療費　100,000円

かかった総医療費　100,000円

かかった総医療費　100,000円

かかった総医療費　100,000円

かかった総医療費　100,000円

共済組合から
医療機関に
支払われる額

（７割）
70,000 円

後日互助会から

給付される額

（会員療養見舞金）

21,700円

後日共済組合から

払い戻される額

（一部負担金払戻金）

5,000円

後日共済組合から

払い戻される額

（一部負担金払戻金）

5,000円

後日共済組合から

払い戻される額

（一部負担金払戻金）

5,000 円

後日互助会から

補助される額

（療養補助金）

23,000 円

最終的に

本人が負担

する額

3,300円

共済組合から
医療機関に
支払われる額

（７割）
70,000 円

共済組合から
医療機関に
支払われる額

（７割）
70,000 円

最終的に

本人が負担する額

25,000円

最終的に

本人が負担

する額

2,000 円

国民健康保険
から医療機関に
支払われる額

（７割）
70,000円

最終的に

本人が負担する額

30,000円

後日互助会から
補助される額
（療養補助金）

28,000 円

国民健康保険
から医療機関に
支払われる額

（７割）
70,000 円

最終的に
本人が負担

する額
2,000 円

国民健康保険の被保険者

本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）に対する補助金等の例（外来１か月の総医療費が100,000円の場合）

退職互助部制度に加入しなかった場合 退職互助部制度に加入した場合

本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）30,000円 本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）30,000円

本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）30,000円 本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）30,000円

公立学校共済組合一般（船員）組合員（常勤再任用職員、臨時的任用職員及び会計年度任用職員を含む。）

本人が医療機関に支払う額（本人負担３割）30,000 円

公立学校共済組合の任意継続組合員
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